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期間 中 は 、 み 4 時 間 
お 好き な 動画 を 


26。27. 


a あな た の 不安 を 安心 へ 。 あ な た に 合っ た 住ま い 方 を 3 人 の 講師 が アド バイ ス し ます 。 、 


^\。 


視聴 で きま す 。 





日 本 老人 福祉 時 還 、 お 


凍土 六 ま 人 日 本 者 人 権 宰 対 職 
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入力 し て いた だ く と 、 お 申し 込み いた だ け ま す 。 
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アラ イフ セミ 
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る ⑧ お 申し 込み 後 、 し ば らく 経っ て も 受付 完了 メー ル が 届か な い 場 合 は 、 朝 日 シ 


2 sed 
て 安全 か つ 適 切 に 取り 扱い ます 。 ( 雪 
台 け 住宅 の 距 学 に つい て 希望 する ] を 選択 され た 応 幕 者 の 個人 情報 お よ 


案内 (案内 メー ル を 各 法 人 か ら 送 付 ず る ご と を 含み まず ) の た め に 利用 し ます 。 協賛 者 は お 珠 が かり し た 個人 情報 お よび アン ケー ト の 


『 個 人 情報 保護 方 針 に し た が つ 


まで お 問い 合わ せく だ さい 。( ご 返信 に は お 時 間 を いた だ く 場 合 が ご ざい ます 。) お 送り し た メー ル が ご 使用 の 端末 の 迷惑 フォ オル ダ 」 な ど に 入っ て 


し まう こと も ある た め 、 念 の た め ご 確認 くだ さい 。 代 り URL の 転送 は 、 ご 視聴 いた だ け な く な る 場合 が ある た め 、 お 控え くだ さい 。 


ァ ツ ト な の ど ( 
引 答 内 容 の 確認 や 、 久 望 され た 方 へ の 住宅 見 学 の ご 秒 内 お よび 各 ) 


ご 回 答 を 法令 お よび 各 法人 の 下記 プラ イバシー ボリ シー に し た が 


ト の ご 回 答 を 取得 し 、 ご EE 


び ア ン ケ ー 


て = 
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13 版 S 2 の O22 年 ( 令 和 4 年 ) 1 月 3O 日 (日 ) - 受 月 


意識 高い 系 」 の 憂鬱 


先 の 上 衆院 選 で は 、 若 年 層 の 政治 離れ な ど を 何と か し よう と 動い た 
若者 が いま し た 。 共感 が 広がる 一 方 で 「 意 識 高 い 系 」 と 同 世代 か ら 
浮い た 存在 に 見 られ た 人 も 。 問題 解決 に 動 こう と する 若者 を 憂鬱 に 
させ る 意識 高い 系 と いう 言葉 と の 向き 合い 方 を 考え ます 。 


第 3 種 華 合 物 認可 


た pp レノ バ 





犬 事 な の は 高い 」 よ り ! 広 げ る . 


NO YOUTH NO JAPAN 代 表 能 條 桃子 さん (23) 


いま 社会 活動 に 関心 が ある と いう 
大 学生 の 相談 に 乗る こと が あり ます 
が 、 必ず 「 意 識 高 い 系 」 と いう 言葉 
が 出 て きま す 。 「 行 動 し た いけ ど 、 
意識 高い と 言わ れ た だ たく な い 。 ご どう し 
て いま し た か ?」 ど 。 

昨年 の 衆院 選 で イン スタ グラ ム を 
通じ て 若者 の 政治 参加 を 呼び か ける 
「NO YOUTH NO JAPAN(NYN 
J)」 の 活動 を し まし た が 、 起 点 に 
な っ た の は 2017 年 の 衆院 選 で し た 。 
SNS の 運用 方 法 を 学 ぴ たく て 候 
補 者 事務 所 で イン ター ン す る ど と 、1 
上 票 の た め に 大 人 た ちか が 全力 で 動い て 
いた 。 文化 祭 み た いで 楽し か っ た ん 
で す 。 で も 、 私 の 周り は 「 意 識 高 い 
ね 」 と 冷や や か で し た 。 

単に 「 偉 いね 」 と いう 意味 だ っ た 
の か も し れ な いけ ど ご 嫌 で し た 。 そ の 
言葉 に 含ま れる 「 自 分 は あな た と は 
違う 」 と いう 意識 は 、 社 会 へ の 無 関 
心 に つなが っ て いる と 思っ た か ら で 
す 。 そ の 時 は 笑っ て 受け 流し まし た 。 
その 2 年 後 、 若 者 の 投票 率 が 80% 


社会 


を 超え る デン マー ク に 留学 し まし 
た 。 先生 も 学生 も 普通 に 支持 政党 に 
つい て 話す し 、 校則 な どの ルー ル 作 
り に も 生徒 が 携 わ むり ます 。 意識 が 
「 高 い 」 「 低 い 」 に 関係 な く 、 政 治 
参加 が 当たり 前 だ っ た ん で す 。 NY 
N J を 立ち 上 げた の は 、 そ ん な 社会 
を 実現 する た め 、 政 治 へ の 「 入 り 口 」 
を 作り た いと 思っ た か ら で し た 。 
「 意 識 高 い 系 」 ご と 言わ れ て 思う 

と が あり ます 。 自 分 だ けが 高い と こ 
ろ に いる と 、 見 える 景色 は 広がっ て 
も 、 周り を 巻き 込め な く な る 。 意 識 
は 「 高 く 」 持つ の で は な く 、 広げ る 
こと が 大 事 だ と 思い ます 。 興味 の 起 
点 は 人 に よっ て 様々 。 正 義 感 だ け を 
振り か ざし て いた だ たら 、 ギ ャ ッ プ は ど 
ん どん 大 きく な る 。 あ くま で 「 入 のり 
口 ]」 で ある こと を 大 切 に し て いま す 。 
政治 に 関心 が 無い 人 に アプ ロー チ 
する に は 、 周り の 「 関 心 が あ る 人 」 
が 誘う し か な い 。 選挙 だ っ て 「 大 学 
の 友だち 」 が 投票 に 行っ て いた ら 
「 自 分 も 」 と 思う で し ょ う 。 一 人 ひ 


は 変わ る 生徒 に 伝え た い 


春 か ら 教 員 に な る 別 木 彰 果 さ ん (23) 


私 が 大 学 時 代 に 硫 
所 属し た 学生 団体 
「ivote」 で は 、 
高校 な ど で の 出前 
授業 や 模擬 選挙 を 
通じ て 、 生 徒 の モ 
ヤ モ ヤ や 困り 事 は 「 個 人 の わが まま 
で は な く 政 治 の 問題 だ 」 と 気づか せ 
る こと に 取り 組み まし た 。 

活動 中 は 「 困 っ て いる 人 を 助け た 
い 」 と いう 気持ち で いた の で 、 私 も 
「 意 識 高い 系 」 と 見 られ て いた と み と 恩 
いま す 。 あ る と き 「 別 木 さ ん っ て 、 
意識 高い けど 授業 中 の 発言 は そう で 
も な いよ ね 」 と 言わ れ ま し た 。 知 識 
が 伴っ て いな いと 馬鹿 に され た よう 
に 感じ まし た 。 

で も 、 知識 が な い ど 意見 を 言っ て 
は いけ な い の で し ょ うか 。 知識 の あ 





る 政治 家 の 意見 が 私 の 意見 より 大 事 
と は 限ら ちら ない の が 、 民 主 主義 の 考え 
方 だ と 思い ます 。 

4 月 か ら 教 員 に な り ま す 。 を その道 
に 進む 理由 の 一 つ は 「ivote」 で 取り 
組ん だ 主権 者 教育 の 限界 を 感じ 、 生 
徒 ご 長期 的 に 関わ れる 教員 な ら 、 で 
きる こと は 広がる と 思う か ら で す 。 

いま の 教員 の 働き 方 に 不安 を 感じ 
て も 、 自 分 が 選ん だ 道 だ か ら 「 不 満 
を 言う の は わが まま 」 と 考え て いま 
し た 。 で も 、 私 と 同じ 不安 を 抱え て 
いる 人 や 現状 を 変え よう と 動く 人 た 
ちがい る 。 自分 た ちの 「 わ が まま 」 
を 社会 問題 に 設定 で きれ ば 、 政治 が 
動く こと も ある 。 生徒 に は 「 自 分 に 
し か 言え な い 意 見 が あり 、 社会 は 変 
わる 可能 性 が ある 」 と 伝え て いき た 
いで す 。 (聞き 手 ・ 杉 山 あ か り ) 


政治 は 誰 も が 関わ る も の 


国政 に 2 度 挑戦 原田 謙介 さん (35) 


若者 が 気軽 に 政治 の 話 を で きる よ 
うに し た いと 2008 年 に 「ivote」 を 
立ち 上 げ ま し た が 、 若者 で 政治 に 取 
り 組 ん だ りす る ご 特別 視 さ れ ま す 。 
上 か ら 目 線 で 意見 する 人 は 「 意 識 高 
い 系 ( 笑 ) 」 と 馬鹿 に され ます が 、 


不安 分 か らち 合え ない 不安 


] 気候 変動 や 年 金 問 題 、 何 年 も 前 か ら 問 
還 ヨ ヨ 題 だ と 分 か っ て いる の に 解決 の 糸口 は つ 
記者 は い ず 
れ も 、 そ ん な 不安 を 抱え る 20 代 。 取 材 の 発端 は 





か め ず 、80 年 後 の 社 会 は 見 えな い 。 


「 コメ ント プラ ス 


コメ ント プラ ス は 新た に 6 人 の コ 
メン テー ター を お 迎え し まし た 。 
対 野 志 桜 時 さん は 、 3 期 10 年 務め 
た 衆議院 議員 時 代 の エピ ソー ド を 投 
稿 。2016 年 の 「 保 育 園 落 ち た 」 ブ ロ 
グ か ら 広 が っ た 待機 児童 問題 に も 触 


私 も 「 若 者 代表 」 と し て メデ ィ ア で 
取り 上 げ ら れ 、 同 世代 か ら 「 意 識 高 
い 系 」 と 見 られ まし た 。 

政治 は 誰 も が 関わ る も の な の で 
「 意 識 高い 系 」 ご 思わ れ た だ たく な か っ 
た 。 だ か ら 意 見 を 押し つけ る の で は 


れ て いま す 。 フ ィ ギ ュ ア スケ ー ト 元 
五 輸 代 表 の 鈴木 明子 さん は 、 北京 五 
輪 を 控え 、 後 間 に エー ル 。 「 考 えな 
く て も で きる と ころ まで 仕上 げ て お 
く こ と が 、 緊張 する 場面 で 自ら を 助 
け て くれ ます 」 


私 た ち 自 身 の モ ヤ モ ヤ で し た 。 取材 し た 若者 
も 、 同 じ よ うに 不安 を 抱き な が ら 、 で きる こと 
を 探し て 動い て いま し た 。 理由 は 「 こ の まま で 
は や ば いし 、 楽し みな 将来 に し た いか ら 」。 
意識 が 高く て も 低く て も 、 私 た ちの 不安 の 根 
源 に は 、 複雑 で 根深い 社会 の 問題 が ある 。 で 








| 


と り が 発信 する の は ハー ドル が 高い 
の で 、 さ くっ と 、 ず うず うし く な く 
政治 の 話 が で きる よう な 価値 観 を 広 
げた いと 思っ て いま す 。 

同 世 代 の 中 で も 、 届 か な い 層 が が あ 
る こと に ご 実感 し て いま す 。 SNS 中 
心 に 活動 し て きた か ら こ そ 、 自 分 が 
見 た い 情報 し か 見 えな い 「 フ ィ ル タ 
ー バ ブル 」 が 私 た ちの 周り に も 起き 
て いる 。 SNS で の 発信 だ け で は 入 
り 口 に な りき れ な い 。 参院 選 に 向け 
て は オフ ライ ン の 活動 に も 取り 組ん 
で いき ます 。 (聞き 手 ・ 寺 島 笑 花 ) 


日 本 の 若者 デ 


現在 の 生活 に 満足 し て いる か 
内 閣府 「 国 民生 活 に 関す る 世論 
調査 ] か ら 作製 。 数 字 は [満足 し て 890 
いる ]」「 ま あ 満 足し て いる 」 と 答え 70 


100 


90 一 83.8 





未来 と 自分 の た め 行動 続け る 


環境 活動 家 露木 志 奈 さん (21) 


2020 年 の 夏 、 入 学 し た ば か り の 鹿 
応 大 を 休学 し 、 環 境 活 動 家 に な り ま 
し た 。 全 国 の 中 学 や 高校 で 講演 活動 
を する の は 「 気 候 変 動 は 待っ て くれ 
な い 」 か ら で す 。 

高校 時 代 、 イ ンド ネシア ・ バ リ 島 
に 留学 し 、「 世 界 一 エコ な 学校 」 と 
言わ れる グリ ー ン スク ー ル で 初め て 

「 教 科 書 で は 詳し く 学 べ な い 」 気候 
変動 問題 を 知り まし た 。 授業 の 一 環 
で 先進 国 か ら 集め られ た ご み の 山 を 
見 て 、 私 も 加担 し て いる と 気づき ま 
し た 。 校 舎 は 竹 で で き て いて 電力 も 
自給 。 同 級 生 で ポリ 袋 や ペッ ト ボ ト 
ル を 使っ て いる 人 を ほとん ど ご 見 た こ 
ご は な く 、 私 も 水筒 や エコ バッ グ を 
持ち 歩く こと が 当たり 前 に な り ま し 
た 。 

環境 問題 に 関心 が あっ て も 、 学生 
が 知る 機会 は 限ら れ ま す 。 多様 な 人 
が いる 学校 と いう 場 に こだわ る の 
は 、 接点 の な い 人 に 知っ て も らい た 
いか ら で す 。 

どん な 活動 に も 批判 は 付き も の で 


ー タ が 示す 傾向 は … 族 負 二 第 2 位 以下 を 四捨五入 


18~29 歳 


83.2 85.8 


た 人 の 割合 の 合計 。2020 年 は eo 701 | 739 626 

ロナ 褐 で 調査 は 中 上 a 全体 平均 。 955.3 
(%) 2016 年 17 18 19 21 

社会 問題 の 解決 へ の 他 世代 に 比べ て aa で も 、 将 来 は 

” 意欲 は 薄い 今 の 生活 に 満足 し て し 棚 る いと は 思わ な し 


会 問題 の 解決 に 関 写 し た い (13 一 29 歳 ) 
内 閣府 「 我 が 国 と 諸 外国 の 若者 の 意識 に 関す る 
調査 ] (2018 年 度 )。「 ど ちら が と 言え ば ] を 含め る 


そう 思う MM そう 思わ な い 
日 本 14.2 


El 664 = = = 28 
3 726 = 【%5200 
PR 5600 = OO 925 


な く 、 あ くま で 自 
分 が や り た いこ と 
を 発信 する よう に 
し まし た 。 
自分 の 学生 時 代 
と 比べ る ど と 、 今 は 
若者 が 政治 と 関わ る 機会 が 増え て 、 
る 。 そ ぞ それ で も 、 政策 は 若者 に 准 た い 
し 、 議会 も 選挙 も 一 部 の 人 し か 関わ 
ら な い 仕 組み に な っ て いる 。 「 特 別 
な 人 」 だ けが や る 政治 の 現状 を 変え 





「 新 聞 に 興味 持て な い 」 研究 者 も 


曽我 部 真 裕 さ ん は 早速 、 コ メン ト 
プラ ス 名 物 の 「 記 事 よ り 長 い 投 稿 」 。 
換 察 が 保管 する DNA 型 の 削除 を め 
ぐる 名 古屋 地裁 判決 が いか に 画 期 的 
か 、 だ た っ ぷり の 読み 解き ます 。 

成田 修輔 さき ん の プロ フィ ル 欄 は 


自分 の 国 の 将来 を ご う 思 うか (17 一 19 歳 ) 
日 本 財団 「18 歳 意識 調査 (2019 年 ) 


良く な る 
9.6% 変わ 5 な い わか ら な い 悪く な る 
日 本 較 205 320 


韓国 診 馴 較 197 316 

米国 護 琴 征 11.3 269 還 誠 人 
5.6- 

イィ ンド 半 軒 還 KE 還 証 還 畔 i 

2 ‘0: 


よう と 、2019 年 参院 選 に 立候補 し ま 
し た 。 結 果 は 、 昨 秋 の 衆院 選 ご 合わ 
せ て 2 回 落選 で す 。 

今 あ る 社会 課題 は 10 年 以上 前 か ら 
まず いと 言わ れ て いる も の ば か ら 。 
課題 も 見 えて いる の に 、 何 も 動か な 
い 社 会 が 根本 的 な 問題 で す 。 今 の 社 
会 の 延長 線上 に ある 将来 が 若い 人 に 
と っ て 良い 方 向 に 変化 する た め に 、 
また 国政 に 挑戦 する つも り で す 。 

(聞き 手 ・ 杉 山 あ か り ) 


も 、 同 世代 で 気持 ち を 共有 で き な い こと こそ が 
「 不 安 の 正体 」 だ と 気づき まし た 。 

若者 で 記者 の 私 に で きる こと は 何 か 。 不 安 を 
打ち 明け 、 分 か ち 合え る 記事 を 探り 続け た い 。 
絶望 し て いる だ け で は 、 モ ヤ モ ヤ は 消え な い 。 


山口 総局 ・ 寺 島 笑 花 (24) 


す 。 私 に 意見 が ある よう に 他 の 人 に 
も 違っ た 意見 が ある 。「 ビ ジネス 
だ 」 と か 「 見 せ か け だ け 」 ど と いう コ 
メン ト が 付く こと も あり ます 。 小 さ 
な 成功 体験 を 重ね て 自信 が 付い た か 
ら か 、 ヽ 批判 は あま り 気 に な り ま せ 
ん 。 むしろ 、 他 の 人 と 同じ こと を し 
て いる 方 が 不安 に な り ま す 。 

環境 問題 を 「 知 っ た 上 で 興味 が な 
い 」 人 まで 変え た いと は 思わ な い 。 
伝わら な いこ と に 落胆 し た り 、 慎 っ 
た り し て いた ら 疲 れ ち ゃ うか ら 。 講 
演 で も 100 人 中 1 て 2 人 呼応 し て く 
れれ ば いい と 思っ て いま す 。 

気候 変動 は 調べ れ ば 調べ る ほど 、 
本 当 に 間に合う の か 不安 に な る 。 で 
も 、 希望 は ある と 思っ て いま す 。 

気候 変動 は 誰 も が 必ず 加担 し て い 
ます 。 そ ぞ それ は 誰 も が 解決 策 を 持て る 
と いう こと で す 。 電力 会 社 を 選ぶ 、 
食べ る も の を 選ぶ 。 私 た ちの 「 選 
択 」 が 未来 を 変え ます 。 め ざす の は 
「 環 境 活 動 家 が いな い 未 来 」 で す 。 
実現 する た め の 方 法 は 先生 に な る こ 





と で も MU7 しい アイ ドル で も 政治 家 


で も ユー チュ ー バ ー で も いい 。 時 代 
に 合わ せ て 手段 を 変え れ ば いい と 思 

っ て いま す 。 
この 先 、 何 を する か は 自分 で も 分 
か り の ませ ん が 、 こ れ か ら の 世代 を 生 
き て いく 同年 代 の 「 変 わる きっ か 
け 」 を 作れ る と し だ ら 、 ワ クワ ク し 
ます 。 も ちろ ん 「 未 来 の た め 」 で は 
ある けれ ど 、 自 分 の 活動 が 楽し いか 
ら こ そ 続 けら れる 。 結局 は 行動 する 
の は 「 自 分 の た め 」 だ ど と 思い ます 。 
(聞き 手 ・ 寺 島 笑 花 ) 


動か ぬ 若 者 に も 罪 回 感 


筑波 大 教授 土井 隆義 さん (61) 


今 の 30 代 以下 は 「 努 力 し た っ て 社 
会 は 変わ ら な い 」 と 思う 人 が 多い 世 
代 で す 。 日 本 の 1 人 当たり の 国内 総 
生産 (GDP) が 、 右 肩 上 が りか ら 
平ら に 変わ る の が 1990 年 代 。 そ れ 以 
降 に 思春 期 を 迎え た 世代 は 経済 の 成 
長期 に 比べ 、 和 努力 し て も 結果 が 返っ 
て くる 実感 が 少な い の で す 。 

野心 的 で な く 、 良 く 言 えば 洗練 さ 
れ て いる 傾向 が ある 。 年 金 問題 や 少 
子 化 、 気候 変動 な ど 取 り 巻 く 社会 課 
題 は 多い の に 、 変え られ な いか ら 自 
分 が それ に 対応 し よう と 防衛 的 に な 
る 。 年 金 制度 を 変え る の で は な く ヽ 貯 
金 を し て お こう と 考え る わけ で す 。 

経済 成長 の な い 社 会 で 、 若い 人 は 
将来 が 今 よ り 素 晴らし く な る と は 選 
いづ らく 、 変わ る と すれ ば むし ろ 悪 
く な る の で は と 感じ て し まい が ち で 
す 。 だ か ら 変 わら な いこ と を 望む 。 
選挙 で は 政権 が 変わ る こと より 現状 
維持 を 選ぶ こと に 安心 感 を 覚え る の 
で す 。 

この よう な 若者 の 中 で 「 意 識 高 い 
系 」 ご 言わ れる 人 に つい て 考え て み 
まし ょ う 。 私 は 大 きく 2 種類 いる よ 
うに 思い ます 。 社 会 を 「 変 えよ う 
系 」 と 、 こ の 社会 で いか に 生き 延び 
る か を 考え る 「 生 き 抜 こう 系 」 で 
す 。 今 の 若い 人 に 人 気 が あ る の は 、 
起業 を 考え た り 、 承 認 を 得る 手段 と 
し て 学歴 や 資格 を 追い 求め た りす る 
後者 の 方 で し ょ う ね 。 

少数 派 の 「 変 えよ う 系 」 は 大 き な 


朝日 新聞 デジ タル の 記事 に 、 能 條 桃子 さん や 露 木 志 奈 さ ん ら が 新た な 
視点 を 加え る 「 コ メン ト プ ラ スズ 」。 朝 デジ 有料 会 員 な ら 全 文 読め ます 。 


「 新 聞 に 興味 が 持て な い 研 究 者 」。 
就任 初日 、「 な ぜ 新 聞 は 読む 気 が 起 
き な い の か 、 朝 日 新聞 を 読み な が ら 
考え て み ま す 」 と ツイ ー ト 。 ぜ ひ 一 
緒 に 考え させ て くだ さい ! 

定住 外国 人 を 支援 する 田中 宝 紀 さ 


ん や 社会 起業 家 の 平 原 依 文 さ ん も 社 
会 に や さ し い まな ざし を 向け ます 。 

コメ ント 欄 に SNS の し 。。 
シェ アボ タン も 加わ り ま 湊 届 記 
し た 。 な る ほど と 感じ た 
ら ぜ ひ 拡 散 く だ さい 。 





波 を 起こ せ ず に いる 。 世間 の 評価 に 
敏感 で 同調 圧力 が 強い 国民 性 も あり 
浮い て し まう の で し ょ う 。 

今 の 若者 は 考え 方 が 違う 者 同士 で 
も 個性 の 違い を 認め 合い 、 互 い の 領 
分 を わき まえ て すみ 分 け を 図り ま 
す 。 た だ 、 す み 分 けが 良い と は 思い 
ませ ん 。 違う 価値 観 の 人 に 無関心 で 
ある こと は 結局 分 断 を 招き 、 社 会 的 
な 孤立 を 生み や すい か ら で す 。 

動か な い 側 の 若者 も 、 動 こう と す 
る 人 を 馬鹿 に し て いる 感じ は し ませ 
ん 。 本当は 社会 課題 を 解決 し な いと 
いけ な い の は わか る けど 、 自 分 で は 
で きず に 引い て し まっ て いる こと に 
罪悪 感 を 持っ て いる の で は な いで し 
ょ うか 。 も う 少 し 自分 に 自信 を 持っ 
て いい の で は と 思い ます 。 

今 の 若者 は 、 大 学生 の サー クル 活 
動 で 子ども の 学習 支援 や 受刑 者 の 社 
会 復帰 な ど に 取り 組む 人 だ たち も いる 
よう に 、 個 別に 引っ 掛か っ た 課題 に 
は こだわ り ま す 。 性 的 少数 者 、 引 き 
こも り 、 ヤ ング ケア ラー の よう に 、 
個別 の 問題 を 訴え た 方 が 共感 し て も 
ら え る と 思い ます 。 

日 本 は 格差 が 広がっ て いる と は い 
え 、 諸 外国 に 比べ て まだ まだ 豊か で 
生き や すい 社会 だ と 感じ て いる 若者 
は 多く いま す 。 ご どう せ 社 会 は 変わ ら 
な い だ ろ うし 、 変え よう と も 強く は 
思わ な いと いう 若者 の 意識 は 、 当 面 
この まま 続く の で は な いで し ょ う 
か 。 (聞き 手 ・ 高 橋 豪 ) 


来週 6 日 は 「 マ イナ ン バ ボー と カー ド の 未来  」 を 掲載 し ます 。 
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右上 の 矢印 「 コ メン 
ト 」 部 分 か ら 入 れ ま す 








